
【
日
文
研
究
室
だ
よ
り
】

二
〇
一
四
年
度
は
日
本
文
学
会
の
創
立
六

〇
周
年
に
あ
た
る
記
念
す
べ
き
年
で
あ
っ

た
。
学
域
制
に
移
行
し
て
か
ら
日
本
文
学
専

攻
、
日
本
文
化
情
報
学
専
攻
双
方
が
有
機
的

に
関
連
し
合
い
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴

を
発
揮
し
て
順
調
に
発
展
し
て
い
る
こ
と
は

何
よ
り
の
こ
と
と
教
員
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
喜

ん
で
い
る
。
そ
れ
は
何
よ
り
も
こ
の
六
〇
年

の
積
み
重
ね
が
あ
る
か
ら
こ
そ
で
、
そ
の
こ

と
を
深
く
感
じ
る
一
年
と
も
な
っ
た
。

日
本
文
学
会
の
第
五
八
回
大
会
は
六
月
八

日
に
開
催
さ
れ
た
。
創
立
六
〇
周
年
に
あ
た

る
年
だ
っ
た
た
め
、
記
念
大
会
と
し
て
、
通

常
の
研
究
発
表
の
ほ
か
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ

た
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
カ
ル

ガ
リ
ー
大
学
の
楊
暁
捷
教
授
を
お
招
き
し

て
、「
京
都
で
日
本
文
学
・
日
本
文
化
を
学

ぶ
と
い
う
こ
と
」
の
タ
イ
ト
ル
の
も
と
に
、

中
本
大
教
授
、
赤
間
亮
教
授
と
活
発
な
議
論

が
交
わ
さ
れ
た
。
ま
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と

し
て
「
立
命
館
の
「
知
」
の
財
産
│
資
料
発

掘
・
整
理
と
そ
の
研
究
│
」
を
開
催
。
武
田

悠
希
氏
、
李
増
先
氏
、
白
井
か
お
り
氏
、
大

坪
舞
氏
（
司
会
）
が
登
壇
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
か
ら
立
命
館
大
学
所
蔵
資
料
な
ど
を
中
心

に
話
さ
れ
、
資
料
の
扱
い
方
に
つ
い
て
多
く

の
実
務
的
訓
練
が
な
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
た
。

ま
た
本
年
度
は
、
海
外
の
日
本
文
学
研
究

者
、
作
家
ら
の
来
訪
が
多
く
あ
っ
た
。
大
学

院
日
本
文
学
専
修
の
レ
ク
チ
ャ
ー
シ
リ
ー
ズ

（
全
四
回
）
を
開
講
し
、
今
、
世
界
で
は
日

本
文
学
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な
研
究
や
創
作

が
な
さ
れ
て
い
る
か
を
じ
か
に
聞
く
チ
ャ
ン

ス
と
し
て
、
院
生
だ
け
で
な
く
学
部
生
に
も

オ
ー
プ
ン
に
参
加
を
呼
び
か
け
た
。
多
く
の

学
生
参
加
者
が
あ
っ
た
。

第
一
回
に
は
オ
ス
ロ
ー
大
学
の
安
倍
オ
ー

ス
タ
ッ
ド
玲
子
（R

eiko
A

be
A

uestad

）
教

授
を
迎
え
、「
ア
フ
ェ
ク
ト
論
と
漱
石
」（
六

月
三
日
）
を
開
催
し
た
。
二
〇
一
四
年
四
月

に
は
ミ
シ
ガ
ン
大
学
で
「
漱
石
の
多
様
性
」

と
い
う
大
き
な
会
議
が
催
さ
れ
、
四
三
本
の

刺
激
的
な
発
表
が
行
わ
れ
た
。
安
倍
氏
も
そ

こ
に
参
加
し
た
が
、
当
日
の
様
子
な
ど
も
交

え
な
が
ら
、
新
し
い
研
究
の
側
面
が
示
さ
れ

た
。
な
お
、
こ
の
発
表
は
の
ち
に
「「
心
」

を
攪
乱
す
る
情
動
│
『
彼
岸
過
迄
』
を
ヒ
ン

ト
に
『
こ
こ
ろ
』
を
読
み
直
す
│
」
と
し
て

『
文
学
』
二
〇
一
四
年
一
一
・
一
二
月
号
に

日
本
語
で
活
字
化
さ
れ
て
い
る
。

第
二
回
は
七
月
一
日
に
開
催
。
ニ
ュ
ー
メ

キ
シ
コ
大
学
の
ア
ン
ド
レ
・
ハ
ー
グ（A

ndre

H
aag

）
専
任
講
師
は
、
博
士
論
文
の
制
作

の
た
め
、
本
学
の
客
員
研
究
員
と
し
て
日
本

に
滞
在
し
た
が
、
や
は
り
「
漱
石
の
多
様

性
」
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
出
席
し
た
論
文
の

一
部
を
こ
こ
で
発
表
し
た
。
演
題
は
、「
ど

う
し
て
、
ま
あ
、
殺
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う

か
？
│
漱
石
と
（
反
）
植
民
地
主
義
の
暴
力

‘W
hy

w
as

he

…w
ell

…killed?’

│N
atsum

e

Sōseki
and

（A
nti−

）ColonialV
iolence

│
」

で
あ
る
。

第
三
回
は
七
月
二
三
日
に
開
催
さ
れ
た

が
、
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
大
学
の
ダ
グ
・
ス
ラ
イ

メ
ー
カ
ー
（D

oug
Slaym

eker

）
教
授
に
よ

る
「Paris

M
on

A
m

our

藤
田
嗣
治
金
子

光
晴
ら
の
パ
リ
体
験
」
で
、
日
本
人
作
家
の

渡
航
体
験
と
作
品
と
の
関
係
に
つ
い
て
多
様

な
側
面
か
ら
そ
の
実
相
を
追
求
し
た
。

第
四
回
は
後
期
の
一
一
月
二
六
日
に
、
パ

リ
に
在
住
し
て
フ
ラ
ン
ス
語
で
詩
や
評
論
を

書
き
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
関
口
涼
子
氏
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を
お
招
き
し
て
講
演
会
と
朗
読
会
「E

crire

double

│
ふ
た
つ
の
言
葉
で
書
く
こ
と
、
二

重
に
書
く
こ
と
│
」
を
開
催
し
た
。
関
口
氏

は
翻
訳
家
と
し
て
も
著
名
で
、
そ
の
二
つ
の

言
語
の
間
を
往
還
す
る
体
験
の
中
か
ら
、
ど

の
よ
う
に
言
語
と
感
情
を
重
ね
合
わ
せ
て
い

く
か
が
繊
細
に
語
ら
れ
て
感
銘
を
受
け
た
。

日
本
文
学
研
究
学
域
と
し
て
七
月
一
五
日

に
学
術
講
演
会
を
主
催
し
た
。
本
学
と
も
関

わ
り
の
深
い
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
大
学
の
ア
ル
ド
・

ト
リ
ー
ニ
（A

ldo
T

ollini

）
教
授
を
お
招

き
し
て
「
日
本
仏
教
の
翻
訳
を
め
ぐ
っ
て
│

道
元
禅
師
を
中
心
に
│
」
を
本
学
域
の
学

生
、
ま
た
専
修
の
大
学
院
生
を
中
心
に
二
百

名
以
上
の
聴
衆
を
得
て
、
大
変
に
盛
会
で
あ

っ
た
。
こ
こ
で
も
日
本
文
学
が
海
外
に
翻
訳

さ
れ
る
こ
と
の
意
味
と
意
義
、
そ
し
て
そ
の

困
難
さ
と
共
鳴
へ
の
可
能
性
が
語
ら
れ
圧
巻

で
あ
っ
た
。

二
〇
一
四
年
度
に
本
学
と
県
立
神
奈
川
近

代
文
学
館
お
よ
び
公
益
財
団
法
人
神
奈
川
文

学
振
興
会
と
の
協
定
締
結
が
行
わ
れ
マ
ス
コ

ミ
で
も
話
題
と
な
っ
た
が
、
こ
う
し
た
人
文

系
の
機
関
が
相
互
に
手
を
結
び
合
う
こ
と
の

意
義
は
大
変
に
深
い
。
本
学
が
そ
れ
を
率
先

し
て
実
行
し
て
、
特
に
文
学
部
、
そ
の
な
か

で
と
り
わ
け
日
本
文
学
研
究
学
域
が
中
心
的

な
働
き
を
示
し
、
こ
れ
か
ら
こ
の
連
携
を
有

意
義
に
進
行
さ
せ
て
い
く
契
機
を
持
て
た
こ

と
は
大
変
学
域
に
と
っ
て
も
嬉
し
い
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
「
い

ま
文
学
が
語
る
こ
と
│
こ
れ
か
ら
の
文
学
と

文
学
研
究
│
」
を
一
一
月
二
七
日
に
開
催
し

た
。
作
家
で
神
奈
川
近
代
文
学
館
の
館
長
で

あ
る
辻
原
登
氏
の
記
念
講
演
の
あ
と
、
川
口

清
史
学
長
ら
を
交
え
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
本
学
客
員
研
究
員
の

エ
マ
ニ
ュ
エ
ラ
・
コ
ス
タ
氏
、
本
研
究
科
の

武
田
悠
希
氏
ら
学
生
に
よ
る
討
議
が
中
川
の

司
会
の
も
と
で
進
行
し
た
が
、
実
作
者
を
交

え
な
が
ら
大
学
総
長
が
加
わ
っ
て
討
議
す
る

と
い
う
企
画
は
日
本
の
大
学
で
は
そ
ん
な
に

あ
る
こ
と
で
は
な
い
よ
う
に
思
う
。
文
化
的

な
側
面
に
力
を
入
れ
る
大
学
の
方
向
が
示
さ

れ
て
好
評
の
う
ち
に
結
ば
れ
た
。

本
年
の
文
学
旅
行
は
神
奈
川
近
代
文
学
館

の
訪
問
を
メ
イ
ン
に
組
ま
れ
田
口
道
昭
教
授

が
引
率
し
た
。
文
学
旅
行
も
来
年
度
か
ら
制

度
の
変
化
が
あ
り
、
存
続
に
つ
い
て
は
検
討

中
で
あ
る
。
大
学
の
さ
ま
ざ
ま
な
発
展
に
よ

っ
て
い
ろ
い
ろ
な
制
度
的
転
換
や
変
換
が
あ

る
わ
け
だ
が
、
六
〇
年
の
伝
統
を
基
礎
に
据

え
な
が
ら
、
現
代
に
き
ち
ん
と
向
き
合
っ
た

研
究
状
況
の
保
全
、
発
展
に
ま
す
ま
す
力
を

尽
く
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
大
方

の
ご
協
力
を
仰
ぎ
た
い
。

（
中
川
成
美
）

二


